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祝　井口正雄さん100歳・みなべ町10歳
「上南部村→南部川村→みなべ町」と支え続けてくれてます



スローガン 「躍動と歓喜、そして絆」

大会開催
まで

あと1年
大会開催
まで

あと1年

　高さ15ｍ程度、幅３ｍ以上の人工壁（ウォール）を登り、到達し
たポイント（高さ）を競います。登る選手は安全のため、支点に
ロープをかけながら登っていきます。
　スタートポイントのホールド（壁に設置された手がかりや足がか
り）から終了のホールドまで、落ちずに登れば最高ポイントである
「完登」となります。

　通常、山岳競技（クライミング）は個人競技ですが、国体では
選手２名、監督１名の計３名が１チームとなり、リードとボルダリン
グの２種目で争われます。
　種別は成年男子・女子、少年男子・女子の４種別で、各種別の
成績を点数換算し、その合計点数で各県の成績が決まります。

山 岳 競 技 の 紹 介

　高さ５mの比較的低い人工壁を登り、完登した数で競います。
ロープ（命綱）を一切使わないため、安全確保のためマットを敷
いて競技を行います。

みなべ町での開催競技  軟式野球 ・ 山岳

　
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
み
な
べ

町
実
行
委
員
会
で
は
、来
年
10

月
の
国
民
体
育
大
会
並
び
に
６

月
開
催
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

「
リ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」に
参

加
さ
れ
る
選
手・監
督
や
関
係
者

に
、和
歌
山
の
食
材
の
お
い
し
さ

や
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
お
弁

当
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
、調

製
施
設（
業
者
）を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
応
募
要
件
】

●
食
品
衛
生
法
等
の
規
定
に
よ

り
営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
も

の
で
、み
な
べ
町
内
に
製
造
所
を

有
す
る
弁
当
調
製
施
設
で
あ
る

こ
と
。

●
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
み
な
べ

町
弁
当
調
製
施
設
選
考
基
準
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
。

【
応
募
受
付
期
間
】

　
平
成
26
年
10
月
１
日（
水
）〜

平
成
26
年
11
月
28
日（
金
）

（※

土
曜
、日
曜
、祝
日
は
除
く
）

　
応
募
方
法
、弁
当
調
製
施
設

選
考
基
準
、選
考
方
法
等
詳
細
は

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
み
な
べ
町

実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

使
用
環
境
に
な
い
場
合
は
、事
務

局
に
資
料
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
書
類
提
出
先
及
び
お
問

い
合
わ
せ
先
】

　
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
み
な
べ

町
実
行
委
員
会
事
務
局（
み
な
べ

町
教
育
委
員
会
内
）

〒
６
４
５

－０
０
２
６

み
な
べ
町
谷
口
３
０
１

－４

℡
０
７
３
９

－

74

－３
１
３
４

リ ー ド

ボ ル ダ リ ン グ

ボルダリング

リードリード

ボルダリング
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「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」み
な
べ
町
開
催
競
技
で
の

お
弁
当
調
製
施
設（
業
者
）募
集

み
な
べ
町
の
競
技
会
場・日
程
等

競
技
名

種
目
等

会
　
場

競
技
日
程

軟
式
野
球

成
年
男
子

リ

ー

ド

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

千
里
ヶ
丘
球
場

平
成
27
年
10
月
２（
金
）

平
成
27
年
10
月
３
日（
土
）

〜
５
日（
月
）ま
で

県
立
南
部
高
等
学
校

南
部
小
学
校

体
育
館
特
設
会
場

山
岳
競
技

　
新
し
い「
み
な
べ
町
」が
誕
生

し
て
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、こ
の
10
年
間
、町
民
の
皆
様

方
に
は
、新
町
の
ま
ち
づ
く
り
施

策
に
つ
い
て
、総
合
的
か
つ
計
画

的
な
整
備
の
推
進
に
ご
協
力・ご

尽
力
賜
り
ま
し
た
事
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
合
併
協
議
会
の
委
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、各
種
団
体
の
皆
様
の

ご
協
力
を
得
て
発
足
い
た
し
ま

し
た「
み
な
べ
町
」も
、発
足
か
ら

早
や
10
年
が
経
過
し
、合
併
時
に

策
定
い
た
し
ま
し
た「
み
な
べ
町

長
期
総
合
計
画
」に
添
っ
て
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
ま
ち
づ
く
り

も
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。　

　
し
か
し
、こ
の
間
国
政
や
世
界

情
勢
が
大
き
く
変
わ
り
、ま
た

気
象
の
変
化
も
激
し
く
、町
民
の

安
全・安
心
に
つ
い
て
、見
直
し
が

必
要
と
な
って
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
10
年
に
つい
て
、第

２
期
の
長
期
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、住
民
生
活
の
目
標
と

の
関
連
に
つい
て
、町
民
の
皆
様
の

意
志
を
尊
重
す
べ
く
、現
在
各
地

域
で
懇
談
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で

合
併
後
10
年
を
振
り
返
り
、次

の
10
年
に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
10
年
を
振
り
返
っ

て
み
た
時
、最
初
に
思
い
出
し
ま

す
の
は
、合
併
協
定
調
印
式
の
席

上
ご
来
賓
の
和
歌
山
県
議
会
議

長
尾
崎
要
二
様
の
ご
祝
辞
で
述
べ

ら
れ
ま
し
た「
合
併
と
い
う
の

は
、人
と
人
が
一
緒
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
の
が
合
併
だ
な
」と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
た
、こ
の
言
葉
が
大
変

印
象
に
残
って
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
行
く
上
で
、相
互
の
信
頼
と
互

譲
の
精
神
で
成
し
得
た
、こ
れ
ら

の
関
係
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、町

民
の
皆
様
に「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、ま
ち

づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、皆
様
方
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
み
な
べ
町
は
、平
成
16
年
10
月

１
日
に
、南
部
町
と
南
部
川
村
が

合
併
し「
み
な
べ
町
」と
な
り
、今

年
で
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年

を
み
な
さ
ま
と
と
も
に
お
祝
い

し
、み
な
べ
町
の
更
な
る
飛
躍
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
10
月
５
日（
日
）に
は
、ふ
れ
愛

セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
周
辺
を
会
場

に
、記
念
式
典
や
記
念
講
演
、町

内
の
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
た
、

や
に
こ
い
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

（
西
山
孝
三
実
行
委
員
長
）主
催

に
よ
る「
や
に
こ
い
フ
ェ
ス
タ
」を

開
催
し
て
い
た
だ
き
、み
な
べ
町

を
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　「
や
に
こ
い
フ
ェス
タ
」で
は
、地

元
食
材
を
使
っ
た
み
な
べ
ん
コ
ン

テ
ス
ト
や
梅
＆
菓
子
ま
き
、備
長

炭
で
焼
い
た
町
の
魚
い
わ
し
の
ふ

る
ま
い
、梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り
体
験
な

ど
、み
な
べ
町
な
ら
で
は
の
様
々

な
催
し
や
、町
内
の
団
体
や
町
外

の
市
町
村
か
ら
も
多
く
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、和
歌
山
県
内
の

地
域
色
あ
ふ
れ
た
物
産
展
も
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
10
月
１
日

合
併
10
周
年
を
迎
え
て

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」と

言
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

み
な
べ
町
長

小 
谷 

芳 

正

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
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み
な
べ
町
誕
生
　
年
10

みなべ町合併10周年記念式典等みなべ町合併10周年記念式典等

やにこいフェスタ
～We ♥ Minabe ～
やにこいフェスタ
～We ♥ Minabe ～

12時45分～
13時00分～
14時20分～

オープニング　プラリズム～梅舞～
記念式典
記念講演「里山資本主義から未来が見える」
講師　㈱日本総合研究所 調査部 
　　  主席研究員  藻谷浩介氏

9時40分～16時 各ステージイベント

　ステージイベントと合わせて、体験・ふるまい・
展示・物産販売・その他・バラエティにとんだ催し
が開催されます。
※体験・ふるまい・物品販売は材料がなくなり次第終了することがあります。
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この内容は、みなべ町のホームページでも確認できます。

土砂災害から身を守るために知っておいてください土砂災害から身を守るために知っておいてください土砂災害から身を守るために知っておいてください
台風や大雨の際は、土砂災害が発生しやすくなっているため注意が必要です。
土砂災害は、時には人命や財産に被害を与える予測の難しい恐ろしい災害です。
平常時、土砂災害から身を守るために３つのことを知り、非常時に備えてください。

お住まいの場所が、土砂
災害の危険箇所か確認。

　土砂災害の約６割は、「土砂災
害危険箇所」で発生しています。
　普段からお住まいの場所が土
砂災害の危険箇所にあるかどう
か、和歌山県砂防課のホーム
ページなどで確認しましょう。ある
いはみなべ町役場建設課に問い
合せてください。
＊ただし、土砂災害は、土砂災害
危険箇所以外でも発生していま
す。 

わかやま土砂災害マップ
http://sabomap.pref.wakayama.lg.jp/

1 雨量の情報や土砂災害
警戒情報に注意。

　大雨による土砂災害発生の危
険度が高まった時には「土砂災
害警戒情報」が発表されます。
　雨が降り始めたら、さまざまな
気象情報に注意しましょう。
　これらの情報は、気象庁や和
歌山県砂防課のホームページな
どで確認できます。
　また、エリアメール・緊急速報
メール配信や地上デジタルデー
タ放送などでも情報を提供してい
ますのでご活用ください。

ホームページ
http://kasensabo01.pref.wakayama.lg.jp/new/

避難場所情報はこちら
http://www.pref.wakayama.lg.jp/
　　　　　prefg/011400/info/index5.html

避難先検索アプリ
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/
　　　　　　　　011400/info/index6.html

携帯サイト
http://kasensabo02.pref.wakayama.lg.jp/keitai/

防災わかやまメール配信サービス
【お知らせ：エリアメール・緊急速報メール】
http://www.pref.wakayama.lg.jp/bousai/index.html

2
大雨時や土砂災害警戒情報が
発表された時には早めに避
難。夜間に大雨が予想される
際は暗くなる前に避難。

　がけ下や渓流沿いなどにお住
まいの方は、大雨が予想されて
いるときには、気象情報に注意し
早めに近くの避難所などの安全
な場所に避難しましょう。
　また、夜間に大雨が予想され
る時には、暗くなる前に避難をす
るほうがより安全です。
　もし、避難所への移動が困難
な場合は、近くの鉄筋コンクリート
造りなどの頑丈な建物の二階以
上に緊急に避難したり、外出が困
難な場合には、家の中のがけか
ら離れた部屋や二階などに避難
しましょう。

3

テレビわかやま地上デジタルデータ放送

和歌山県 砂　防　課
総合防災課

073-441-3172・3174
073-441-2262

みなべ町 建　設　課
総　務　課

0739-74-3335
0739-72-2051

問い合わせ先

土砂災害の危険箇所
（土石流）

！ ！ ！普段からの心構え 雨が降り始めたら 豪雨になる前に

http://www.town.minabe.lg.jp/docs/2014090900018/
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臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金の
申請はお済みですか？
臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金の
申請はお済みですか？
臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金の
申請はお済みですか？

申請受付期限は、平成26年11月4日（火）までです。

問い合わせ先
臨 時 福 祉 給 付 金
子育て世帯臨時特例給付金

総 務 課
住 民 福 祉 課

℡72 -2051
℡72 -2161

　臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金の申請受付期間の終了が迫ってきています。給付金の申請書が
届いている方でまだ申請されていない方は、お早めに申請してください。給付対象と思われる方には、申請書（請求書）
を７月下旬に郵送させていただいています。
　申請書がお手元に届いていない方で、ご自身で給付対象と思われる方は、役場までお問い合わせください。

臨 時 福 祉 給 付 金

○給付対象者
次の両要件を満たす方

①平成26年1月1日時点で、みなべ町内に住民登録がある方

②平成26年度住民税が非課税の方

※ただし、住民税が課税されている方の被扶養者、生活保護制度の被保護者は対象外となります。

子育て世帯臨時特例給付金

○給付対象者
次の全ての要件を満たす方

①平成26年１月分の児童手当・特例給付を受給されている方

②平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満の方

③平成26年１月１日時点で、みなべ町内に住民登録がある方

○対象児童
給付対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童

※ただし、「臨時福祉給付金」の対象となる児童、生活保護制度の被保護者にあたる児童については対象外となります。



　８月25日、合併10周年を記念して、みなべ町青少年育成
町民会議主催で中学生議会が開催されました。
　町内の各中学校の代表生徒14名が登壇し、町民税の
使い道や梅産業、地震対策など町の施策についての質問
や、教室へのクーラー設置、通学路の安全確保や給食メ
ニューなど、日頃自分たちが感じていることを、町長や教育
長などに質問したり、要望しました。

　８月25日、南部保育所で防災訓練の一環として、ライフ
ジャケットを着用し、水に浮かぶ訓練を行いました。田辺海
上保安部の職員から装着方法などの説明を受けたあと、
保育所のプールで、職員の補助を受けながら実際に仰向
けに浮かぶ練習を行いました。
　最初はこわごわだった子どもたちも、だんだんと慣れてき
て、上手に浮かぶことができました。

みなさんのご理解・ご協力により「虹まつり」を開催
おじいちゃん・おばあちゃんと一緒に、楽しい１日

 みなべ町の将来を担ってくれる14名の精鋭たちが
実際の議会さながらの質問や提案を行なってくれました

うまく浮かぶかな？　ちょっとドキドキするね
ライフジャケットを着用しての防災訓練

　９月14日、第10回虹まつり（東日本大震災復興第２回チャ
リティーイベント）が開かれました。ステージでは、慰問に訪
れてくれた団体やサークルなどによる華やかな催しが行わ
れ、来場者や施設利用者の方々は、普段とは違った一日を
思う存分味わっていました。
　また、施設前ではゲームコーナーや軽食コーナーが開か
れ、その売上金は昨年同様、全額、宮城県保健福祉部社
会福祉課団体指導班に義援金として送金されるそうです。
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西本庄の井口正雄さん
１００歳おめでとうございます

「健康長寿のみなべ町」は、みなさんの笑顔から
今年も多くの方が長寿のつどいにご参加くださいました

NEWS

　今年も９月４日、５日の両日、紀州みなべロイヤルホテルで「元気！ふれあい長寿のつどい」を開催し、多くのみなさんにご
参加いただきました。町内の75歳以上の方は２２７４名で、今年75歳になられる方は１２３名です。そのうち今年長寿のつ
どいにご参加いただいた方は６８９名でした。参加者の中で最高齢の方は、４日に参加された西本庄の山西操さん（97
歳）で、男性の最高齢は５日に参加された市井川の瀧本文吉さん（95歳）でした。
　近所の方や久しぶりに出会った友達とおしゃべりをしたり、お酒を酌み交わしたり、舞台では力強い太鼓や舞踊も披露
されました。小林幸子そっくりショーでは、衣装の早替えや懐かしい歌、テンポのいい歌声に、会場から大きな拍手が送ら
れました。

　９月12日、町長が１００歳を迎えられ
た西本庄の井口正雄さんを訪ねて、
尊敬と祝賀の意を表した「祝百歳」
の賞状と記念品、花束を贈り長寿を
お祝いしました。
　ご家族の方のお話では、井口さん
は電動カートで近所やふれあいセン
ターに出かけていて、近所のみなさん
も声かけをしてくれたりと温かく見
守ってくれているそうです。この日もお願いに応じてくれて、さっそうと電動カーを運
転してくれました。益々のご長寿を祈念します。

男性最高齢の瀧本さん

華やかな踊りや歌を楽しみました
今年もたくさんの方が
参加してくれました
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の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
本
年
度
も
次
の
地
区
で
、地

籍
調
査
事
業
の
境
界
立
会
及
び

測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
土
地
所
有
者
ま
た
は
関
係
者

の
皆
様
に
は
、事
業
内
容
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、現
地
立
会
い
等
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、10
月
初
旬
よ
り
順
次
、

現
地
立
会
い
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

＊
日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、各
土
地
所
有
者
及
び
関
係

者
の
皆
様
に
委
託
業
者
よ
り
直

接
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〔
実
施
地
区
〕

●
西
岩
代
の一部
（
字 

猪
ノ
谷
・

虎
熊
・
羽
柿
谷
・
柏
谷
・
尾
葉
奈
・

深
山
口
・
爰
川
・
左
向
）

●
徳
蔵
の一部（
字 

兵
庫
・
桒
柄
・

定
森
・
池
田
・
向
流
・
荒
田
・
下

流
・
斎
藤
・四
反
田
・
白
田
・
西

白
田
・
中
相
・
下
中
相
）

●
清
川
（
軽
井
川
）の
一
部
（
字 

中
山
・
濁
谷
・
橋
本
・
休
場
・
下

休
場
・
猪
ノ
子
谷
）

＊
狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
へ

　
調
査
及
び
測
量
の
期
間
中（
平

成
26
年
10
月
〜
平
成
27
年
３

月
）は
、山
間
部
で
の
作
業
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
地
籍
調
査
事
業
』に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
土
地
は
国
民
の
た
め
の
限
ら

れ
た
資
源
で
あ
り
、日
常
生
活
や

経
済
活
動
な
ど
国
民
の
諸
活
動

に
不
可
欠
な
基
盤
で
す
。毎
年

10
月
を
「
土
地
月
間
」と
し
、ま

た
、「
土
」の
字
が
「
十
」と
「
一」

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、10
月
1
日
を
「
土
地
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
。こ
の
機
会
に
、

豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い
社

会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、ぜ
ひ一

度
「
土
地
の
有
効
利
用
」に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
地
籍
調
査
実
施
後
は
、土
地

所
有
者
に
と
っ
て
こ
ん
な
こ
と
に

役
立
ち
ま
す
。

●
土
地
取
引
が
円
滑
に
で
き
る

　
正
確
な
土
地
の
状
況
が
登
記

簿
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、安
心
し

て
土
地
取
引
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

●
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

　
土
地
の
境
界
が
不
明
確
だ
と

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
が
ち

で
す
が
、地
籍
調
査
を
す
る
こ
と

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
課
税
の
適
正
化

　
固
定
資
産
税
の
課
税
基
礎
と

な
る
土
地
の
面
積
が
正
確
に
測

量
さ
れ
る
た
め
、課
税
の
適
正
化

に
役
立
ち
ま
す
。

●
境
界
確
定
の
費
用
が
か
か
ら

な
い

　
個
人
で
境
界
を
確
定
す
る
た

め
に
は
、測
量
や
法
務
局
へ
の
申

請
な
ど
の
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、地
籍
調
査
で
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す
！

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

3
R
と
は

●
Ｒｅ
ｄｕｃｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

ご
み
の
発
生
を
お
さ
え
る
。

●
Ｒｅｕｓｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

製
品
・
部
品
の
再
使
用
を
す
る
。

●
Ｒｅｃｙ
ｃ
ｌｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）

再
資
源
化
し
て
利
用
す
る
。 

　
資
源
の
消
費
を
減
ら
す
こ
と

か
ら
始
め
て
、次
に
使
え
る
も
の

は
何
回
も
繰
り
返
し
使
う
。そ

し
て
使
え
な
く
な
っ
た
ら
原
材
料

と
し
て
再
生
利
用
す
る
し
く
み

（
循
環
型
）を
つ
く
り
、ご
み
の
出

な
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

推
進
月
間

10月は
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　土におちた一粒のたね。冬が
すぎ、春が来て、たねは目をさま
し。。。次のたねをおとすまでの、
さまざまなものとの出会いが、洗
練された色づかいで描かれて
います。大人の本だなにも置きた
いような一冊です。
●お父さんが教える図書館の使
いかた（赤木かん子）●消費税
のしくみ（稲葉茂勝）●ヒートアイ
ランドの虫たち（藤原幸一）
●ナマズ（前畑政善）●海の生
きもののなかま（小林安雅）
●はじまりのとき（タィン＝ハ・ライ）
●わたしたちの島で（リンドグ
レーン）●さくら（田端精一）

ゆめよみ館・子ども向け

　声かけの一言は「何かお手伝
いしましょうか」で始めよう。街や
駅、電車の中で目の不自由な人
に出会った時、どう接したら良い
かわからない。そんな思いを持っ
ている方に、基本的なことやいろ
いろな場面でのお手伝いの方法
をわかりやすく教えてくれます。
●それは秘密の（乃南アサ）
●緋の天空（葉室麟）●まぶし
い庭へ（エミリー・ディキンスン）
●明日は、いずこの空の下（上
橋菜穂子）●ドキュメント豪雨災
害（稲泉連）●絹の国を創った
人  々 日本近代化の原点・富岡
製糸場（志村和次郎）●歩いて
行く二人（岸惠子・吉永小百合）

ゆめよみ館・大人向け

　出版社を定年退職した後、妻
子をおいて田舎に帰り93歳と88
歳の両親の介護をした著者。母
を見送った後は、老いた父との
二人暮らし。生 し々い介護の様
子を丁寧に淡 と々綴っています。
「私一人では無理だと思えまし
た。それでも、やらなくてはならな
い。」男一人で奮闘した８年間
の介護記録です。
●八月の六日間（北村薫）
●キルギスの誘拐結婚（林典子）
●きみまろ「夫婦川柳」傑作選
（綾小路きみまろ）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
10月８日（水）午後３時から

　穏やかで過ごしやすい秋は、芸術に親しむのに絶好の季
節です。美術館案内や仏像鑑賞の本、絵画の入門書などを
紹介します。

「芸術の秋」1階

　アニメや映画の原作は、名作のなかでも選びぬかれた「お
もしろい！」ものばかり。見てから読んでも、読んでから見ても、
楽しみは二倍になるでしょう。読書の秋に、どうぞ手に取って
ごらんください。

「アニメや映画になった本たち」2階

何
か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　立
花
明
彦（
産
学
社
）

ぼ
く
は
こ
こ
で
、大
き
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　ア
ン
ヌ・ク
ロ
ザ（
西
村
書
店
）

介
護
は
つ
ら
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　大
島
一
洋（
小
学
館
）

 ４日（土）わくわくタイム（10:30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

 ６日（月）休館

 ９日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10:30～）

11日（土）おはなし会（14:00～）

14日（火）休館

18日（土）おはなし会（14:00～）

20日（月）休館

23日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10:30～）

24日（金）手づくり絵本展（～30日）

25日（土）ビデオ上映会（10：30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

27日（月）休館

31日（金）休館（館内整理日）

11月1日（土）わくわくタイム（10:30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

ゆめよみ館・10月のカレンダー

●ヤンバルクイナ（江口欣輝）
●メリサンド姫（Ｅ・ネズビット）
●そうちゃんはおこってるんだも
ん！（渡辺洋二）

　夏休み中に募集した「手づくりの小さな絵本」と、同じく夏休み
に制作した紙皿絵本の展示を行います。どうぞごらんください。
◆10月24日（金）～30日（木）　　 ゆめよみ館 １階展示コーナー
◆11月3日（月）～4日（火）（予定）高城公民館 文化展
◆11月6日（木）～8日（土）　　   上南部分館　

第16回手づくりの小さな絵本＆第４回紙皿絵本の展示

　今年は28人の参加があり
ました。ろうそくの明かりのも
と、４つの昔話を十分に楽し
みました。

おはなしをきく会
10月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信

　約５０人の子どもたちが、
不思議なおもちゃ“でんぐり”
作りを楽しみました。

つくってあそぼう“でんぐり”
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行
政
相
談
は
、行
政
の
仕
事
や

手
続
き
、サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、

「
困
っ
て
い
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し

い
」な
ど
の
意
見
や
相
談
を
お
受

け
す
る
も
の
で
す
。

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
員
が
、み
な
さ
ん
か
ら

の
相
談
を
お
受
け
し
、関
係
機
関

と
の
連
絡
な
ど
み
な
さ
ん
と
行

政
と
の
橋
渡
し
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。　

　
町
は
毎
月
、人
権
相
談
、登
記

相
談（
随
時
）と
合
同
で
、行
政

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。相
談
は
、無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
毎
月
の
相
談
日
は
、広
報「
暮

ら
し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。町
内
放
送
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
10
月
の
行
政
・
人
権
相
談
の

開
設
日

　
８
日（
水
）　
役
場（
人
権・行

政
相
談
）

　
22
日（
水
）　
高
城
公
民
館
と

清
川
公
民
館（
行
政
相
談
）

　
時
間
は
い
ず
れ
も
、午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
お
願
い
し
ま
す

消
費
生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

10
月
20
日
〜
26
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

〜
困
っ
た
ら
　一人
で
悩
ま
ず
　行
政
相
談
〜

●
相
談
日
時
　
10
月
10
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

●
相
談
場
所
　

　
は
あ
と
館（
片
町
）

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、安
心
し

て
、よ
り
良
く
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、町
で
は
２
ヶ
月
に
１
回（
偶

数
月
）に
、消
費
生
活
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員（
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）が
、▽
訪
問

販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
▽
商

品
の
苦
情
▽
生
活
の
知
識
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

農
業
資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

●
相
談
日
時
　
10
月
22
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間

で
順
次

●
相
談
場
所
　

　
役
場
１
階
　
会
議
室

●
申
込
先
　
産
業
課
　

●
申
込
締
切
　
10
月
17
日（
金
）

　
町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
農
業
用
倉
庫
を
建
て
た
い
が

有
利
な
資
金
は
な
い
か
」、「
予
定

通
り
の
販
売
が
で
き
て
い
な
い
の

で
、運
転
資
金
が
不
足
し
そ
う
だ

が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」な
ど
、農

業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と
な
ら
、

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公

庫
担
当
者
と
の
個
別
相
談
方
式

で
行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
ま
す
。安
心
し
て
ご
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

※

消
費
生
活
相
談
会
・
農
業
資

金
相
談
会
の
く
わ
し
く
は
、産
業

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
度
、町
立
小
学
校
へ

の
新
入
学
予
定
児
童
の
就
学
時
健

康
診
断（
内
科・歯
科・知
能
検
査

な
ど
）を
、次
の
通
り
行
い
ま
す
。

対
象
児
童

　
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
21
年

４
月
１
日
生
ま
れ

各
校
の
実
施
日
時

●
岩
代
小
学
校

　
10
月
10
日（
金
）

　
受
付
　
午
後
１
時
20
分
〜

●
南
部
小
学
校

　
10
月
21
日（
火
）

　
受
付
　
午
後
12
時
45
分
〜

●
清
川
小
学
校

　
10
月
22
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
15
分
〜

●
上
南
部
小
学
校

　
10
月
28
日（
火
）

　
受
付
　
午
後
１
時
〜

●
高
城
小
学
校

　
10
月
29
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
〜

＊
新
入
学
予
定
児
童
の
家
庭
へ

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課

（
℡
74
│
２
１
９
１
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、事
業
者（
給
与
支
払
者
）が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

毎
月
従
業
員（
給
与
所
得
者
）に

支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税（
市

町
村
民
税
＋
県
民
税
）を
徴
収

（
天
引
き
）し
、住
民
税
の
納
税

義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者（
従

業
員
）に
代
わ
っ
て
納
入
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

■
地
方
税
法
や
町
税
条
例
の
規

定
に
よ
り
、事
業
者
は
、原
則
と

し
て
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
、住
民
税
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　
毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
給
与
支

払
報
告
書
を
各
市
町
村
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、当
該
給

与
支
払
報
告
書
は
、地
方
税
法

の
規
定
に
お
い
て
、提
出
し
な
か
っ

た
事
業
者
又
は
虚
偽
の
記
載
を

し
た
事
業
者
に
対
す
る
罰
則
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
事
務

　
毎
年
５
月
に
、特
別
徴
収
義

務
者
あ
て
に「
特
別
徴
収
税
額

決
定
通
知
書
」を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、そ
の
税
額
を
毎
月
給
料

か
ら
徴
収
し
、翌
月
の
10
日
ま
で

に
合
計
額
を
、各
従
業
員
の
住
所

地
の
市
町
村
へ
納
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※

納
期
の
特
例
に
つ
い
て

　
従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の

事
業
所
は
、申
請
に
よ
り
年
12
回

の
納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
税
は
、皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
徴
収
に
つい
て
く
わ
し
く

は
、税
務
課
住
民
税
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
27
年
４
月
か
ら
、子
ど

も・子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
予
定
で

す
。

　
新
制
度
で
は
、幼
児
教
育
、保

育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、み
な

べ
町
に
申
請
し
て
、「
保
育
の
必

要
性
の
認
定（「
支
給
認
定
」と
い

い
ま
す
。）を
受
け
て
い
た
だ
き
、

町
か
ら
、認
定
内
容
を
記
載
し
た

「
認
定
証
」を
発
行
し
ま
す
。保

護
者
の
方
は
認
定
さ
れ
た
内
容

に
応
じ
て
、幼
稚
園
、保
育
所
な

ど
の
な
か
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
施
設
や
事
業
を
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
所・入
園
申
込
み

【
対
象
児
】

　
小
学
校
入
学
前
ま
で
、

【
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
】

保
護
者
等
が

●
就
労
　
●
妊
娠
、出
産
　

●
疾
病
、障
害
　
●
親
族
の
介

護
、看
護
　
●
災
害
復
旧
　

●
求
職
活
動
中
　
●
就
学
等

【
募
集
す
る
保
育
所（
園
）】

●
南
部
保
育
所（
東
吉
田
）

　
℡
72
│
４
５
２
０

●
上
南
部
保
育
所（
西
本
庄
）

　
℡
74
│
３
０
２
２

●
高
城
保
育
所（
広
野
）

　
℡
75
│
２
０
４
４

●
清
川
保
育
所（
清
川
）

　
℡
76
│
２
２
５
１

●
ひ
か
り
保
育
所（
東
岩
代
）

　
℡
72
│
３
０
１
９

●
愛
之
園
保
育
園（
埴
田
）

　
℡
72
│
２
３
７
１

【
申
込
受
付
期
間
】

●
10
月
8
日（
水
）〜
28
日（
火
）

　
平
成
27
年
度
前
期（
4
月
〜

９
月
）か
ら
の
保
育
利
用
希
望
者

●
平
成
27
年
４
月
〜

　
平
成
27
年
度
後
期（
10
月
〜

平
成
28
年
３
月
）か
ら
の
保
育
利

用
希
望
者

【
提
出
書
類
】

●
保
育
所
利
用
申
込
書
兼
支
給

申
請
書

●
就
労
証
明
書
等

※

申
込
書
や
申
込
み
の
手
引
き

は
左
記
の
申
込
み
先
に
あ
り
ま

す
。く
わ
し
く
は
、申
込
み
の
手

引
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

　
各
保
育
所
又
は
住
民
福
祉
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
福
祉
課（
芝
）

　
℡
72
│
２
１
６
１

南
部
幼
稚
園

【
募
集
人
員
】

●
年
長
児（
平
成
21
年
4
月
2

日
〜
22
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

42
人（
在
園
児
除
く
）

●
年
中
児（
平
成
22
年
4
月
2

日
〜
23
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

12
人（
在
園
児
除
く
）

●
年
少
児（
平
成
23
年
4
月
2

日
〜
24
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

20
人

※
募
集
人
員
を
越
え
た
と
き

は
、抽
選
に
な
り
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】

　
10
月
８
日（
水
）〜
28
日（
火
）

【
提
出
書
類
】

　
幼
稚
園
利
用
申
込
書
兼
支
給

申
請
書

【
申
込
先
】

●
南
部
幼
稚
園（
片
町
）

　
℡
72
│
２
３
５
８

●
教
育
学
習
課（
谷
口
）

　
℡
74
│
２
１
９
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
学
習
課（
谷
口
）

学
校
法
人

　白
梅
幼
稚
園

【
定

　員
】

●
年
長
組（
５
歳
児
）20
人
程
度

●
年
中
組（
４
歳
児
）20
人
程
度

●
年
少
組（
３
歳
児
）15
人
程
度

（
来
年
度
途
中
で
３
歳
に
な
る
お

子
さ
ん
も
、随
時
入
園
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
）

【
申
込
受
付
期
間
】

　
来
年
１
月
末
ま
で

【
申
込
先
】

　
学
校
法
人 

白
梅
幼
稚
園（
晩

稲
）

　
℡
74
│
３
２
３
１

　
　
74
│
８
０
１
６

【
参

　考
】

　
入
園
料
は
不
要
で
す
。私
立
就

園
奨
励
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
休
園
日
　

　
日
曜
日
、祝
日
、第
２・第
４
土

曜
日

　〔
長
期
〕春・夏・冬
休
み

●
保
育
時
間
な
ど

◇
朝
８
時
ご
ろ
開
門
〜
降
園
は

午
後
３
時（
土
曜
日
は
午
前
11
時
）

◇
降
園
後
の
預
か
り
保
育
有

（
午
後
４
時
ま
で
）

◇
給
食
有（
副
食
の
み
）

◇
土
曜
登
園
日
は
、園
舎・園
庭

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
保
育
所（
園
）・幼
稚
園
の

入
所（
園
）希
望
の
方
へ

来
年
度
小
学
校

入
学
児
童
の

就
学
時
健
診
を
実
施

FAX

　
平
成
27
年
度
、町
立
小
学
校
へ

の
新
入
学
予
定
児
童
の
就
学
時
健

康
診
断（
内
科・歯
科・知
能
検
査

な
ど
）を
、次
の
通
り
行
い
ま
す
。

対
象
児
童

　
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
21
年

４
月
１
日
生
ま
れ

各
校
の
実
施
日
時

●
岩
代
小
学
校

　
10
月
10
日（
金
）

　
受
付
　
午
後
１
時
20
分
〜

●
南
部
小
学
校

　
10
月
21
日（
火
）

　
受
付
　
午
後
12
時
45
分
〜

●
清
川
小
学
校

　
10
月
22
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
15
分
〜

●
上
南
部
小
学
校

　
10
月
28
日（
火
）

　
受
付
　
午
後
１
時
〜

●
高
城
小
学
校

　
10
月
29
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
〜

＊
新
入
学
予
定
児
童
の
家
庭
へ

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課

（
℡
74
│
２
１
９
１
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）
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か
ら
お
知
ら
せ

か
ら
お
知
ら
せ



　
電
車
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

特
に
車
を
運
転
し
な
い
人
に
と
っ

て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
、大
切

な
交
通
手
段
で
す
。

　
近
年
道
路
交
通
網
の
進
展
に

よ
り
、電
車
の
利
用
、特
に
私
た

ち
の
生
活
基
盤
で
あ
る
紀
勢
本

線
の
利
用
者
数
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
。乗
降
客
数
の
減
少
が

減
便
等
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 

紀
勢
本
線
は
、私
た
ち
の
生
活

基
盤
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

地
域
振
興
や
産
業
振
興
に
と
って

Ｊ
Ｒ
み
な
べ
駅
跨
線
橋
に
壁
画

を
製
作

 

紀
伊
半
島
の
海
岸
沿
い
を
走
る

Ｊ
Ｒ
き
の
く
に
線
の
南
部
駅
か

ら
新
宮
駅
間
で
、
 列
車×

ア
ー

ト
　
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の「
紀
の
国
ト

レ
イ
ナ
ー
ト
2
0
1
4
」が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。み
な
べ
駅
で
は
、

Ｊ
Ｒ
の
跨
線
橋
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
全
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
直
筆
の
壁

画
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。ア
イ
デ

ア
と
個
性
溢
れ
る
作
品
が
、描
か

れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。10
月
24
日
〜
26
日
に
は
南

部
駅
か
ら
新
宮
駅
ま
で
の
間
で

ア
ー
ト
列
車
も
運
行
さ
れ
る
予

定
で
す
。

も
欠
か
せ
な
い
路
線
で
す

の
で
、地
域
全
体
で
支

え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

 

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議

会
加
盟
の
市
町
村
で
は
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、地

域
の
鉄
道
を
守
る
た
め
に
も
、旅

行
な
ど
で
お
出
か
け
の
際
に
は

電
車
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
車
の
利
点
は…

◇
渋
滞
な
し
で
時
間
に
正
確

◇
安
全
性
が
高
い 

◇
地
球
環
境
への
影
響
が
少
な
い

　
最
近
は
、町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
（
み
な
べコ
ミ

バ
ス
）を
ご
利
用
さ
れ
る
方
が
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
。

　
お
買
い
物
や
通
院
、温
泉
（
鶴
の
湯
温
泉
・

国
民
宿
舎
紀
州
路
み
な
べ
・
老
人
憩
い
の
家

二
子
の
里
）、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
へ
の
お
出
か
け

な
ど
、町
内
の
お
出
か
け
に
は
是
非
、み
な
べ

コ
ミ
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
ご
利
用
に
は
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
利
用
の
際
は
、み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
（
℡
72̶

３

６
７
５
）へ
電
話
を
し
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　種目や参加申し込み方法などは、この広報紙と一緒
にお届けした要項をご覧ください。
　くわしくは、教育学習課（℡７４－３１３４）へお問い
合わせください

紀
勢
本
線
ご
利
用
の
お
願
い

町
内
の
お
出
か
け
に
は
、

みなべ町スポーツ大会
11月16日（日）～　町内各会場で

み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

乗
っ
て
残
そ
う
　公
共
交
通
機
関

「
紀
の
国
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
２
０
１
４
」を
開
催

「
紀
の
国
ト
レ
イ
ナ
ー
ト
２
０
１
４
」を
開
催

“

“

第９回

今年もお誘い合わせて
見に来てください！

大展覧会 10月25日（土）～26日（日）
生涯学習センター＆南部公民館で

11月３日（月・祝） 13時から
ふれ愛センターで

11月3日（月）～4日（火）
高城公民館で

芸能まつり

11月2日（日）～3日（月）
清川公民館で

お問い合わせは中央公民館（℡74－3334）へ

芸術の秋・皆さんの練習の成果や力作を

清川文化展

文化展
菊花展高城
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現行のパッケージ

現行のデザイン

※パッケージの寸法

　
み
な
べ
町
で
は
町
民
の
方
々
が

贈
答
等
に
自
由
に
使
え
る
梅
干

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
１
㎏
・２
㎏
・３
㎏

用
の
３
サ
イ
ズ
）を
作
成
し
、み

な
さ
ん
に
、ご
活
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

 

今
年
、南
部
町
と
南
部
川
村
が

合
併
し
て
10
周
年
を
迎
え
る
の

を
記
念
し
て
、現
行
の
パッ
ケ
ー
ジ

の
中
で
、み
な
さ
ん
か
ら一番
多
く

ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
１
㎏
用

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
、新
デ
ザ

イ
ン
を
追
加
作
成
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、新
パッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
を
次
の
と
お
り
公
募
し

ま
す
の
で
、ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る

デ
ザ
イ
ン
を
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

【
応
募
資
格
】

●
日
本
在
住
の
方
で
プ
ロ
、ア
マ

不
問
。

●
作
品
は
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
年
齢
不
問
。

※

お
一
人
様
、何
点
で
も
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

●
10
月
１
日
〜
12
月
末
ま
で

【
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
】　
　
　
　

●
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、自
由

※

但
し
、農
家
自
ら
が
製
造
し
た

梅
干
し
を
贈
答
、あ
る
い
は
販
売

す
る
際
に
用
い
る
こ
と
を
念
頭
に

デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

【
内

　
　容
】

●
デ
ザ
イ
ン
対
象
は
Ａ
〜
Ｅ
の
５

面（※

左
下
段
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
寸

法
参
照
）。Ａ
面
に「
南
高
梅
誕

生
の
地
　
み
な
べ
町
か
ら
の
贈
り

も
の
」（
縦
、横
書
き
、書
体
等
自

由
）を
記
載
の
上
、デ
ザ
イ
ン
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
方
法
】

●
応
募
用
紙
を
添
付
の
上
、紙

ベ
ー
ス(

原
寸
サ
イ
ズ)

で
郵
送
ま

た
は
、直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
デ
ザ
イ
ン
は
、手
書
き
も
し
く

は
プ
リ
ン
タ
ー
出
力
可

●
応
募
用
紙
及
び
デ
ザ
イ
ン
用

紙
が
必
要
な
方
は
う
め
課
に
用

意
し
て
い
ま
す（
応
募
用
紙
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

※

入
選
さ
れ
た
場
合
、デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
デ
ー
タ
で
の
提
出
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
６
４
５̶

０
０
０
２
　

和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝

７
４
２
番
地

み
な
べ
町
役
場
　
う
め
課                             

【
審
査
方
法
及
び
結
果
発
表
】

　
主
催
者
が
定
め
る
審
査
員
に

よ
り
審
査
を
行
い
、結
果
に
つ
い

て
は
町
広
報
誌
、新
聞
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。　
　

●
最
優
秀
賞
　
賞
金
３
万
円

（
小・中・高
校
生
は
図
書
カ
ー
ド

等
）、梅
製
品
　
　

●
佳
作
　
梅
製
品

※

入
選
者
に
は
、賞
金
と
記
念

品
の
発
送
を
も
って
授
与
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　

【
そ
の
他
】

●
応
募
作
品
は
、返
却
で
き
ま
せ

ん
。

●
入
選
作
品
は
、制
作
の
都
合

上
一
部
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
入
選
作
品
の
著
作
権
は
、主

催
者
に
帰
属
す
る
こ
と
を
ご
了

承
く
だ
さ
い

●
入
選
者
の
氏
名
、年
齢
、職

種
、顔
写
真
を
公
開
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
、本
応
募
に
関
す
る
結
果
通

知
、問
い
合
わ
せ
の
み
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。事
前
の
ご

了
解
な
く
他
の
目
的
で
の
利
用
、

提
供
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

【
主

　催
】

み
な
べ
町
農
業
振
興
協
議
会

紀
州
み
な
べ
梅
干
生
産
者
協
議
会

み
な
べ
梅
郷
ク
ラ
ブ

み
な
べ
町

梅
干
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
１㎏
箱
用
）の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

合
併
10
周
年
を
記
念
し
て

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ
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青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

和歌山県農業大学校学生募集
平成27年度

～はじめよう　乳がん健診。のりこえよう、乳がん。
 いっしょに、笑顔で、今から、ここから。～

　ピンクリボン運動は乳がん早期発見の大切さを広めるためのイベ
ントです。女性の14人に１人が乳がんになるといわれる現代社会。
乳がんで亡くなる人は増加傾向にあります。しかし乳がんは早期発
見で約90％以上が治るといわれており、乳がん検診や自己検診が
大切です。

午前９時～午後２時　
熊野リ・ボーンウォーキング
熊野古道（発心門王子～熊野本宮大社まで）を歩きます。
参加費　１０００円（お弁当代）＊別途バス代450円必要
定　員　 ２０名（先着順）
＊事前申し込みが必要です（10月7日まで）

午後3時～午後5時30分
ピンクリボン特別講演会（熊野本宮館多目的ホール）
定　員　200名（入場料無料）

午後5時30分～午後９時　
熊野本宮大社　大鳥居　ピンクライトアップ（場所：旧社地大斎原）

　イベント詳細についてはホームページ「ピンクリボン紀南」をご覧いただく
か、ふれ愛センター保健師（℡７４－３３３７）にお問い合わせください。

「熊野本宮大社ピンクライトアップイベント」10月11日（土）

〈イベント内容〉

和歌山県農業大学校（専修学校）が、来年度の学生を次の通り募集します

■募集人員　40名

くわしくは、和歌山県農業大学校総務部までお問い合わせください。
〒649-7112　伊都郡かつらぎ町中飯降422

　　TEL 0736－22－2203　FAX 0736－22－7402

原則として県内に住所を有し、
平成27年３月に高等学校等を
卒業見込みの者

推薦入試

受験資格 願書受付

26年10月20日(月)
～11月４日(火)  必着

26年11月10日(月)
午前10時から

原則として県内に住所を有し、
高等学校卒業または平成27年
３月に卒業見込みの者

一般入試と同じ

一般入試で定員を満たした場合は実施しません。

一般入試

追加入試

26年12月１日(月)
～12月15日(月)  必着

26年12月19日(金)
午前10時から

27年２月27日（金）
～３月13日(金)

27年3月18日（水）
午前10時から

試験日
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日　　時 11月６日（木）
9：30～11：30分（受付9：00～）

集合場所 上南部保育所（西本庄1065番地）

対 象 者 町民で、運動をしても差し支えのない方
（先着30名）

持 ち 物 飲み物、帽子、タオルなど
動きやすい格好でお越しください。

申　　込 10月31日（金）までに電話でふれ愛センター
までお申し込みください。（℡74－３３３７）

内　　容 健康運動指導士による運動講座
（ストレッチ等）
上南部保育所年長組園児とその保護者の
方と一緒にウォーキングします。
※雨天の場合は、上南部保育所で運動
　（上靴持参）

●開催日時
　10月 21日（火）　午前10時～午後４時
　10月 27日（月）　午前10時～午後４時
●開催場所
　紀南児童相談所　田辺市新庄町３３５３－９（Big-U 隣り）
●申込方法
　10 月 20 日（月）までに電話又はメールでお申し込みく
　ださい。
●申し込み・問い合わせ先　　
　里親支援センター「なでしこ」
　〒６４９－６２１５　岩出市中迫６６７－１
　TEL ０７３６－６９－１００４　FAX ０７３６－６９－１００２
　E-mail　nadeshiko@shirt.ocn.ne.jp

　和歌山県内には様々な理由で親と暮らすことが
できない子どもたちがいます。
　里親に関心をお持ちの方などを対象に、個別相談会を開
催します。相談は予約制で、お１人約１時間程度です。
　お申し込み、お問い合せは、里親支援センター「なでしこ」
までお願いします。
　里親支援センター「なでしこ」は、和歌山県から業務委託
された里親支援機関です。

里親相談会を
開催します

参加者
募集！
１万人健康
リレーウォーク
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骨髄バンク推進月間

タブレット端末操作体験会（全４回）を開催します
●会場　中央公民館（谷口）※タブレット端末は、貸し出します
●日程　10月コース　７日・14日・21日・28日（毎火曜日）
　　　　11月コース　４日・11日・18日・25日（毎火曜日）
●時間　午後１時～午後４時まで
●内容　１回目　学んで体験〈タブレット端末の知識や基本
　　　　　　　　操作など〉
　　　　２回目　便利に使う〈電子メール・TV電話・インター
　　　　　　　　ネットの便利な利用法など〉
　　　　３回目　趣味で活用〈ＳＮＳ・写真や動画・電子書籍の
　　　　　　　　利用方法〉
　　　　４回目　仲間づくりをしながら学んだことの復習
●定員　２０名　　●会費　無料
●申込先　中央公民館（℡74－３３３４） 田辺保健所衛生環境課（℡26－７９３４）まで

お問い合わせください。主　催　ＮＰＯ法人つれもてネット南紀熊野

独立行政法人 福祉医療機構 社会福祉振興助成事業
「過疎地域に住む高齢者の孤立化防止支援」 10月

は

くわしくは

主 催：みなべ町　共 催：田辺地域・職域連携推進協議会

上南部保育所⇒須賀神社⇒上南部保育所（約２キロ）

ウォーキングコース　　　　　

暮らしを
便利に

趣味を
楽しく

仲間
づくりに

希望する全ての患者さんに
骨髄移植・抹消血管細胞移植のチャンスを！
　骨髄移植等は白血病や重症再生不良性貧血等の難治性血液
疾患に対する有効な治療法です。移植は骨髄や抹消血幹細胞の
提供を希望していただける方（ドナー）の善意により成り立ってい
ます。
　適合するドナーの方を待ち望む患者さんにとって、あなたの登
録が生命をつなぐチャンスになるかもしれません。
　各地域で「献血併行型骨髄バンクドナー登録会」を開催してい
ますので、献血と骨髄バンクのドナー登録にご協力ください。
　登録できる方は、18歳から54歳までの健康な方で、献血時に
ドナー登録に必要な血液２mlを同時に採取させていただきます。
　ドナー登録のみご希望の方は、田辺保健所で毎月第２・第４水
曜日、午前９時30分から10時30分まで（要予約）受け付けてい
ます。



日　時　10月16日（木）13：30～15：00
場　所　Ａコープみなべ
　メタボリックシンドローム予防や生活習慣病についての
相談を行います。血圧測定や血管美人（指先の血液の流
れを簡易的に測定します）の測定も行いますので、お気軽
にお立ち寄りください。

●日　時　10月24日（金）
14：30～15：00（受付）　15：00～16：30（特別講演等）
●場　所　ふれ愛センター
●講　師　和歌山県立医科大学　有田幹雄教授
（和歌山県立医科大学附属病院紀北分院長）
　和歌山県立医科大学がこれまで和歌山県下で行って
きた動脈硬化検診の結果をふまえながら、高血圧や脳血
管疾患、心疾患、腎臓病と言った生活習慣病や認知症の
予防についてお話をしていただきます。
　どなたでも参加できます（参加費無料）。ぜひ、ご参加く
ださい。
※講演当日、先着50名に家庭測定用血圧計を無料で貸
し出します（１ヶ月間限定）。
　くわしくは、ふれ愛センター保健師（℡74－３３３７）までお
問い合わせください。

日 時
場 所
対 象
申込先
持ち物

10月28日（火）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
こひつじランド（℡72－5711）
タオル2枚、バスタオル2枚、お茶・ミルクなど
＊参加費500円 

ベビーマッサージ 秋の脱メタボ健康相談秋の脱メタボ健康相談

合併10周年記念　特別講演

地域包括ケアと健康づくり

家庭血圧測定のすすめ

運動の重点目標

　現在、わが国では、麻薬、覚醒剤、大麻、ＭＤＭＡ、｢合
法ハーブ｣等と称して販売される薬物(危険ドラッグ)、シン
ナーなどの薬物乱用が広がっており、深刻な情勢が続い
ています。

麻薬・覚醒剤乱用防止運動

10月１日（水）～11月30日（日）
薬物乱用問題は、

深刻な社会問題のひとつです。

　薬物の使用は、厳密なルールと法律によって規制され
ています。使い方を間違えると、脳や神経を壊し、死に至
ることもあります。そんな危険性がある薬物を、ルールや法
律から外れた目的や方法で使用する事を「薬物乱用」と
いいます。

薬物乱用とは？　なぜいけないの？

(1) 視覚障害の予防及び視力の保持
(2) 感染性眼疾患の予防・早期治療
(3) 生活習慣病による眼疾患の早期発見、早期治療
(4) 角膜移植に関する正しい知識の普及

10月は、目の愛護月間
10月10日は「目の愛護デー」です

「ちょっと片方の目で見てみよう！
　　右目と左目、同じですか？」

開催日　10月７日～12月２日
 　　　　毎週火曜日
時　間　19：00～21：00
　　　　参加費無料
場　所　ふれ愛センター
持ってくる物　タオル、運動靴（上履き）、飲み物
＊運動しやすい服装でお越し下さい。
申し込みは不要で、どなたでも参加できます。
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　古くて新しい病気、結核は、咳やくしゃみによって結核菌が
人から人に空気感染する病気です。もし、あなたが、罹患し
ていることを知らないままでいると、周りの人たちにも伝染して
しまう恐れがあります。早期発見が大変重要です。また、新た
な患者の半数近くは、若いころ結核流行時を経験した65歳
以上の高齢者です。この機会にぜひ受診してください。
　胸部検診は、40歳以上から受診できます。レントゲンバス
の巡回場所や時間などは、この広報紙と一緒にお届けした
チラシをご覧ください。なお、今年度すでに医療機関やミニ
ドックで胸部レントゲンを受診した方は、今回の受診は必要
ありません。

トレーニング教室

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診（場所　ふれ愛センター）

10月3日（金）・10日（金）・17日（金）・24日（金）・31日（金）
　18：00～20：00　トレーニングマシン等による自由運動
　20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽
しい体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。　

上南部保育所 （℡74-3022）  8日（水）10：00～11：00
高城保育所 （℡75-2044） 24日（金）10：00～11：00
清川保育所 （℡76-2251） 24日（金）10：00～11：00　

場所：はあと館
 （社会福祉センター）

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

４・10か月児健診
対象　平成26年6月・平成25年12月15日～31日生まれ

10月３日（金） 12：45～13：15
健診名 実　施　日 受 付 時 間

予防接種（場所　ふれ愛センター）

麻しん風しん混合（１期）
対象　平成25年7～9月生まれのお子さん
※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送っています。

10月２日（木） 13：00～13：20
予防接種名 実　施　日 受 付 時 間

お祭りごっこ （おみこし・獅子舞など）

雨天中止　※申込必要

　胸部（結核・肺がん）検診
◆対　象　40歳以上の方
◆巡回日　10月23日（木）・24日（金）

10月５日（日）
南部ライオンズクラブ・町 共催

10月27日（月）

 9：30～12：00
13：00～16：30

 9：00～11：00 晩稲会場前
12：00～14：00 井口食品㈱様前
14：45～16：45 ふれ愛センター

ふれ愛センターふれ愛センター

※10周年イベント会場で開催します。

　10月から西牟婁郡・田辺市・日高郡内の医療機関で子宮・
乳がん検診が受診できます（自己負担が必要）。対象は子
宮頸がん検診は20歳以上、乳がん検診は36歳以上で、今
年度偶数歳の方です。
　くわしくは、ふれ愛センターへお問い合わせください。 

　今年７月に実施した動脈硬化検診の結果について、医師・
保健師・看護師等による個別での結果説明会を行います。
　和歌山医大の先生方も来てくださいます。ぜひお越しください。

　１人約10分程度の説明です。対象者には混雑を避けるた
め、時間設定をしてご案内させていただきます。
※医師による個別相談コーナーもあります。

●日　時　10月29日（水）　10：00～15：00
※予備日　10月30日（木）　10：00～15：00
●場　所　ふれ愛センター　プララホール　

田辺赤十字血液センターからお願い　
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人である
ことを証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

高城保育所 （℡75-2044）  9日（木）10：00～11：00
上南部保育所 （℡74-3022） 21日（火）10：00～11：00
愛之園保育園 （℡72-2371） 28日（火）10：00～11：00

外で自由遊び　

南部保育所 （℡72-4520）  7日（火）10：00～11：00
愛之園保育園 （℡72-2371） 15日（水）10：00～11：00

ミニミニ運動会・プチ運動会

レントゲンバス巡回 受診無料
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月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●８日（水）13：30～15：30
◇役場で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
●22日（水）13：30～15：30
◇高城公民館・清川公民館で
◆行政相談

●10日（金）13：00～16：00
◇片町　はあと館で
◆消費生活相談（県消費生活セン
ター相談員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇片町　はあと館で

●23日（木）13：00～15：00　
南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●11日（土）（9：30～16：00）年
金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

（IP電話・PHSからは
℡03-6700-1165へ）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

●連絡は教育学習課
（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

◆薬物及び銃器取締強化月間
◆体力つくり強調月間◆臓器移
植普及推進月間◆骨髄バンク推
進月間◆健康強調月間◆木づか
い推進月間◆里親を求める運動
◆３Ｒ推進月間◆情報化月間
◆土地月間◆住生活月間◆麻薬・
覚せい剤乱用防止運動

◆法の日週間・公証週間・全国労働
衛生週間（1～7日）◆古紙リサイ
クル週間（6～12日）◆全国地域安
全運動（11～20日）◆薬と健康の
週間（17～23日）◆行政相談週間
（20～26日）◆間伐推進強化期間
（～11月30日）◆共同募金運動
（～３月31日）

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

6 7 8
■清川保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんとあそぼう
■南部保、おひさま広場（保育所開
放）・ミニミニ運動会（10：00～）
■高城小・上南部小、かきの学習
■岩代小3年生、社会見学

■上南部保、お祭りごっこ・おひさま広
場（保育所開放・10：00～）■清川保、
絵本の読み聞かせ■南部小3年生、社
会見学■清川小、不審者対応避難訓練
■人権・行政相談（13：30～・役場）■
南部長寿大学（14：00～・南部公民館）
■町内各保育所（園）・南部幼稚園、来年
度入所（園）希望児募集（～28日）

■清川小3・4年生、社会見学

国際協力の日

1

■高城中、職場体験学習（～２日）

13 14 15
■ひかり保、遠足
■愛之園保すみれ組、虹訪問
■南部幼、幼小連携
■愛之園保、おひさま広場（保育所
開放）・プチ運動会（10：00～）
■上南部中、ときわ寮梅の里慰問
■南部郷陸上競技大会（小学5・6
年生・予備日16日）

■第25回梅の里社会人野球大会
（清川球場他）

国際防災の日
体育の日

鉄道の日

20 21 22
■高城保・上南部保、クッキング
■高城保、子育て講座
■上南部保、おひさま広場（保育所
開放）・外で自由遊び（10：00～）
■清川小1～3年生、緑育「マグ
ネットづくり」
■上南部中2年生、上保訪問（23日）
■南部小、新入学児童就学時健診

■行政相談、（13：30～・高城公民
館、清川公民館）
■白梅幼、避難訓練
■上南部小、社会見学
■清川小、新入学児童就学時健診

■南部長寿大学、フィールドワー
ク（熊野・新宮）

27 28 29
■南部保、海岸清掃活動
■愛之園保、根来先生とわらべう
たで遊ぼう
■清川保、避難訓練
■愛之園保、おひさま広場（保育所
開放）・外で遊ぼう（10：00～）
■南部小5・6年生、社会見学
■高城小、薬草仕分け作業
■上南部小、新入学児童就学時健診
■ベビーマッサージ（13：30～・
ふれ愛センター）
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（14：30～16：30）

■清川保、クッキング
■上南部小3年生、梅学習
■高城小、新入学児童就学時健診
■高城中、遠足

■こひつじランド育児講座　秋の
ピクニック（小目津公園）
■献血（9：00～11：00晩稲会場
前/12：00～14：00井口食品㈱
様前/14：45～16：45ふれ愛セ
ンター）

法の日
浄化槽の日
土地の日

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日

広報みなべ　2014.10

18

毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

9 11
■高城保、おひさま広場（保育所開
放）・外で自由遊び（10：00～）
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（15：30～17：30）

■南部幼、秋の遠足
■岩代小、新入学児童就学時健診
■消費生活相談会（13：00～・は
あと館）

■高城保、運動会
■愛之園保、ファミリー運動会
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■白梅幼、運動会
■高城中、体育祭
■第25回梅の里社会人野球大会
（清川球場他）

1210須賀神社秋祭り 目の愛護デー 東西岩代八幡神社秋祭り安全・安心なまちづくりの日

2 4
■高城保・清川保、旅育
■南部幼、昼食会
■南部中1・2年生、遠足
■麻しん風しん混合（1期）（13：
00～・ふれ愛センター）

■愛之園保、避難訓練
■4・10か月児健診（12：45～・ふ
れ愛センター）

■愛之園保、秋の園庭清掃（保護者
会）
■南部中、吹奏楽部定期演奏会

■献血
（9：30～12：00/13：00～16：
30、ふれ愛センター）

53

16 18
■南部保・愛之園保・上南部保・南
部幼、南高生フィールドワーク
■高城保、クッキング　
■愛之園保、お掃除大作戦eco孫爺
■岩代小、開校記念行事
■秋の脱メタボ健康相談（13：30
～・Ａコープみなべ）

■清川保、ミニ運動会
■愛之園保、避難訓練
■高城小、ＰＴＡ親睦球技大会

■南部保、親子遠足
■上南部保、運動会
■白梅幼、園開放日

■第25回梅の里社会人野球大会
（清川球場他）

1917 統計の日 鹿島神社秋祭り
食育の日

23 25
■ひかり保、絵本の読み聞かせ■
南部保、クッキング■高城保・上南
部保、避難訓練■南部幼、電車体験
■南部小1・2年生、社会見学■高
城小、通学合宿（～25日）■胸部検
診レントゲンバス巡回（～24日）
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■南部保、避難訓練
■高城保・清川保、お祭りごっこ・
おひさま広場（保育所開放・10：
00～）
■清川小5・6年生・岩代小、社会見学
■合併10周年記念特別講演「地域
包括ケアと健康づくり」

■みなべ町文化展（～26日・生涯
学習センター他） ■南部中、体育祭

2624 高城・清川天宝神社秋祭り
原子力の日

30 11/1
■ひかり保、避難訓練
■高城保、園外保育
■南部小3・4年生、社会見学　

■清川小1・2年生、社会見学
■上南部保、親子遠足
各納期　町県民税（普通徴収3期）/
国民健康保険税・介護保険料・後期
高齢者医療保険料（各普通徴収4
期）

■愛之園保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんとのお餅つき大会

11/231

都市景観の日 町合併10周年記念
式典等・やにこい
フェスタ


